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団
長
挨
拶 

第８代 消防団長 宇内 正城 

      

新
年
度
挨
拶 

 

令
和
六
年
度
に
な
り
、
横
須
賀
市
消
防

団
長
を
任
命
さ
れ
、
五
年
目
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

消
防
団
員
の
ご
家
族
の
皆
様
並
び
に
消

防
団
員
の
勤
務
先
の
方
々
に
は
日
頃
か
ら

消
防
団
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
い
た
だ

き
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
地
域
の
安
心
と
安
全
の
た
め
に
、

災
害
に
強
い
消
防
団
を
目
指
し
て
い
き
た

い
思
い
ま
す
。 

 

昨
年
度
を
振
り
返
っ
て 

 

昨
年
度
を
振
り
返
る
と
、
五
月
に
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
５
類
に

移
行
し
、
様
々
な
行
事
が
コ
ロ
ナ
前
に
戻

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
九
月
に
は
、
第

五
十
一
回
消
防
団
操
法
大
会
を
開
催
し
、

第
三
十
一
分
団
（
ポ
ン
プ
車
操
法
）
、
第

三
十
七
分
団
（
小
型
ポ
ン
プ
操
法
）
が
最

優
秀
賞
を
獲
得
し
、
今
年
度
実
施
さ
れ

る
、
神
奈
川
県
操
法
大
会
へ
の
出
場
権
を

得
ま
し
た
。
両
分
団
は
、
前
回
の
県
大
会

で
も
優
勝
し
て
お
り
、
連
覇
を
目
指
し
て

意
気
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
家
族
の

皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
応
援
の
ほ

ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
消
防
団
音
楽
隊
定
期
演
奏
会
も

開
催
さ
れ
、
市
民
の
皆
様
の
喜
ん
で
い
る

姿
を
、
間
近
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
、

と
て
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。 

 

消
防
パ
レ
ー
ド
２
０
２
４ 

 

今
年
で
三
回
目
と
な
る
消
防
パ
レ
ー

ド
。
パ
レ
ー
ド
参
加
団
員
以
外
に
も
、
交

通
整
理
を
含
め
警
備
強
化
の
た
め
、
多
く

の
消
防
団
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
横
須
賀

中
央
駅
前
大
通
り
は
、
毎
年
多
く
の
市
民

で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
き
な
事

故
や
怪
我
も
無
く
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

今
年
も
多
く
の
方
か
ら
、
見
応
え
が
あ

り
大
変
好
評
だ
っ
た
と
伺
い
ま
し
た
。 

 

な
お
、
パ
レ
ー
ド
の
様
子
は
市
の
Ｈ
Ｐ

か
ら
視
聴
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

今
後
の
消
防
団
活
動 

 

元
旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
か
ら

も
わ
か
る
よ
う
に
、
昨
今
の
災
害
は
、
激

甚
化
し
て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
、

適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
消
火
活
動

に
限
ら
ず
、
土
砂
災
害
の
対
応
に
も
励
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
後
も
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

  

 令和５年４月に発足したLTF。消防総合訓練センターや他都市との合同訓練

を重ね、同年12月に正式に運用開始となりました。記憶にも新しい、多大な被

害をもたらした令和６年能登半島地震。未だ行方不明者が見つからない壮絶

な現場にも派遣されました。 

 今後は、消防団も消火活動に限らず、土砂災害に対応できるようしていきた

いと思います。 

    

令 和 ５年 横須 賀市 消防 団の活 動 人員 

災 害   1,023人 

訓 練    6,362人 

警 戒    2,134人 

合 計   9,519人 
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お問い合わせ 

   ～市内消防団のガス式発電機を整備 ～ 
 自治総合センターは、宝くじの社会貢献広報事業として、宝
くじの受託事業収入を財源に実施しているコミュニティ助成事

業で、地域の防災組織育成を助成しています。市はこの助成金

で、非常災害時にも即時対応可能なガス式発電機を購入しまし

た。これにより各消防団詰所に配備します。今後も助成を受け

ながら、地域防災のための整備をしていきます。  

実践型消火訓練技術をより発揮へ 

 北郷地区各５個分団は、数年前から基本となる

消防操法を発展させ、実践的な技術の向上を目指

し、防火着装から消防車に乗車し出動後、消火栓

に水利部署し、ホース延長・放水するまでの消火活

動訓練を実施しています。 

 多様化する災害に最善を尽くし、これからも防火

防災の要として地域の安心安全を守ります。 

 北郷地区消防団全５個分団と北消防署が連携し、

約300mにわたる距離と高低差の送水を消防車両を

中継させ、山頂展望台付近の出火に対する消火活動

訓練を実施しました。一般的な住宅火災とは違う特

殊活動に、安全、確実、迅速な行動で取り組みまし

た。研鑽に励み北郷地区の連携の向上を図ります。 

北郷地区消防団 

山林火災を想定した長距離送水消防活動連携訓練 


